
　

第
30
回
国
民
文
化
祭
か
ご
し
ま

２
０
１
５
の
関
連
事
業
と
し
て
、
町

制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
・
な
が
し

ま
造
形
美
術
展
が
10
月
17
日
、
太
陽

の
里
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場
で
開
幕
し
ま

し
た
。

　

２
年
に
１
回
、
町
民
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
の
大
イ
ベ
ン
ト

は
、
昭
和
60
年
、
旧
東
町
の
時
に
始

ま
り
、
平
成
18
年
の
市
町
村
合
併
を

経
て
も
続
け
ら
れ
、
今
年
で
16
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

町
民
の
み
ん
な
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
な
っ
て
、
杉
の
葉
や
ス
ス
キ
、
ヒ

オ
ウ
ギ
貝
な
ど
自
然
の
素
材
や
空
き

缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
廃
材
を

使
っ
た
１
㍍
・
３
㍍
・
５
㍍
超
級
の

力
作
が
と
こ
ろ
狭
し
と
並
び
ま
し

た
。

　

今
年
は
、
国
民
文
化
祭
や
町
制
施

行
10
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
多
く
の
作
品
が

例
年
よ
り
も
大
き
く
、
創
造
性
に
富

ん
だ
作
品
と
な
り
、
ま
た
、
町
外
の

３
つ
の
団
体
・
学
校
か
ら
作
品
を
出

展
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
造
形
美
術
展
に
は
、
自
治

公
民
館
や
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
各
種
団

体
な
ど
計
98
団
体
か
ら
１
０
８
点
の

作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
11
月
15
日
ま
で

の
30
日
間
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。

　

17
日
の
開
会
式
で
は
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
あ
わ
せ
て
、
出

水
中
央
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

演
奏
が
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
第
30
回
国
民
文
化
祭
長

島
町
実
行
委
員
会
会
長
の
川
添
健
町

長
が
「
今
回
の
造
形
美
術
展
は
国
民

文
化
祭
の
関
連
事
業
と
い
う
こ
と

で
、
例
年
以
上
に
地
域
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
完
成
し
た

素
晴
ら
し
い
作
品
が
、
夢
と
感
動
を

発
信
し
、
長
島
町
の
更
な
る
活
性
化

に
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
終
了
後
は
、
彫
刻
家

の
通
畠
義
信
審
査
委
員
長
を
は
じ

め
、
４
人
の
審
査
委
員
に
よ
り
、「
一

般
の
部
」、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
部
」、「
学
校
・

幼
稚
園
の
部
」
の
３
部
門
に
分
か
れ

て
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
31
日
か
ら
は
同
会
場
内
で

「
秋
の
花
フ
ェ
ス
タ
」
も
同
時
開
催

さ
れ
、
多
く
の
花
々
が
来
場
者
を
迎

え
ま
し
た
。

な
が
し
ま
造
形
美
術
展
審
査
委
員

審
査
委
員
長

　

通
畠　

義
信 

氏

審
査
委
員

　

前
田　

友
幸 

氏

　

砂
田　

光
紀 

氏

　

榮
徳　

多
賀
子 

氏

　

桐
原　

史
朗 

氏
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